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教育学論集　第 2集　教育学専攻　　　2006年 3 月　　192P　手打明敏
教育学論集　第 3集　教育学専攻　　　2007年 3 月　　237P　大戸安弘
教育学論集　第 4集　教育学専攻　　　2008年 1 月　　134P　大戸安弘
教育学論集　第 5集　教育基礎学専攻　2009年 3 月　　234P　大戸安弘
教育学論集　第 6集　教育基礎学専攻　2010年 3 月　　143P　大戸安弘
教育学論集　第 7集　教育基礎学専攻　2011年 2 月　　  76P　安川哲夫
教育学論集　第 8集　教育基礎学専攻　2012年 2 月　　  73P　安川哲夫
教育学論集　第 9集　教育基礎学専攻　2013年 2 月　　220P　米澤　茂
教育学論集　第10集　教育基礎学専攻　2014年 3 月　　164P　嶺井明子
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彙　報
1 ．博士学位授与者＜学位名　筑波大学　博士（教育学）＞（2011 ～ 2013年度）
授与日　2012年 2 月28日
氏　名　タスタンベコア・クアニシ（博士後期課程　教育基礎学専攻）
論文名　カザフスタンの言語教育政策に関する研究
　　　　―母語教育保障の理念と実態に焦点を当てて―
主　査　佐藤眞理子教授
副　査　窪田眞二教授、嶺井明子准教授
　　　　塚田泰彦教授（学校教育学専攻）
授与日　2012年 3 月23日
氏　名　橋本　憲幸（一貫制博士課程　教育学専攻）
論文名　国際教育開発の正当化根拠に関する理論的研究
主　査　窪田眞二教授
副　査　手打明敏教授、米澤茂教授
　　　　岡本智周准教授（ヒューマン・ケア科学専攻）
授与日　2013年 2 月28日
氏　名　池谷美衣子（博士後期課程　教育基礎学専攻）
論文名　長時間労働に対する解決主体の形成に関する社会教育学的研究
　　　　―社会運動を通じた過労死遺族の変容に着目して―
主　査　手打明敏教授
副　査　安川哲夫教授、佐藤博志准教授
　　　　飯田浩之准教授（ヒューマン・ケア科学専攻）
授与日　2013年 3 月31日
氏　名　嶺井　明子（筑波大学人間系准教授）
論文名　戦後日本における国際理解教育政策の展開に関する研究
主　査　佐藤眞理子教授
副　査　窪田眞二教授、濱田博文教授
　　　　岡本智周准教授（ヒューマン・ケア科学専攻）
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授与日　2013年 3 月31日
氏　名　大谷　　奨（筑波大学人間系准教授）
論文名　戦前北海道における中等教育制度整備政策の研究
　　　　―庁立学校の設置過程と北海道会―
主　査　窪田眞二教授
副　査　濱田博文教授、手打明敏教授、平田諭治准教授
　　　　伊藤純郎教授 （人文科学研究科歴史・人類学専攻）
授与日　2013年 4 月30日
氏　名　丹間　康仁（日本学術振興会　特別研究員）
論文名　住民と市町村行政機関の学習を基盤とした協働論に関する研究
　　　　―学校統廃合の事例分析を通して―
主　査　手打明敏教授
副　査　濱田博文教授、米澤茂教授
　　　　唐木清志准教授（学校教育学専攻）
　　　　水本徳明准教授（ヒューマン・ケア科学専攻）
授与日　2013年12月31日
氏　名　張　　　揚（博士後期課程　教育基礎学専攻）
論文名　現代中国の「大学における教員養成」への改革と教員養成教育の変
　　　　化に関する研究―山東省の 2つの大学についての事例分析―
主　査　濱田博文教授
副　査　窪田眞二教授、佐藤博志准教授
　　　　飯田浩之准教授（ヒューマン・ケア科学専攻）
授与日　2014年 3 月25日
氏　名　星野　真澄（博士後期課程　教育基礎学専攻）
論文名　米国カリフォルニア州における学級規模縮小プログラムの成立・展
　　　　開過程の研究
主　査　藤井穂高教授
副　査　窪田眞二教授、濱田博文教授、佐藤眞理子教授
　　　　田中統治教授（学校教育学専攻）
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2 ．博士論文中間研究発表会（2013年度）
開催日　10月30日（水）13：00 ～ 16：00
会　場　教育学域大会議室（人間系学系棟 B532）
発表者　ミソチコ・グリゴリー（比較・国際教育学）
　　　　　ロシア連邦における外国籍の子どもの教育保障に関する研究
　　　　馬　　璨婧（比較・国際教育学）
　　　　　中国における外国籍の子どもの公立学校への受け入れ制度に関す
　　　　　る研究
　　　　留目　宏美（学校経営学）
　　　　　養護教諭の職務実態と役割の再編に関する研究
　　　　　―事例調査を中心とした学校組織の実態分析を通して―
　　　　蜂屋　大八（生涯学習・社会教育学）
　　　　　中山間地域の集落における住民の自治活動と地域づくりの関係性
　　　　　―山形県金山町を事例として―
司　会　安川哲夫教授
3 ．専攻院生懇談会（2013年度）
開催日　10月30日（水）16：15 ～ 17：00
会　場　教育学域大会議室（人間系学系棟 B532）
内　容　研究環境・指導体制等に関する院生からの要望と意見交換
4 ．専攻進学説明会（大学院入試説明会、2013年度）
第 1回　 6月22日（土）
　　　　会　場：筑波大学東京キャンパス文京校舎
第 2回　10月30日（水）
　　　　会　場：教育学域大会議室（人間系学系棟 B532）
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編 集 後 記
　『教育学論集』第10集をお届けいたします。
　『教育学論集』はこの第10集をもって終刊とすることとなりました。
　『教育学論集』は、筑波大学大学院博士課程の大幅な改組・再編の結果、2005
年 3 月末を以て教育学研究科が30年の歩みに区切りをつけ、同年 4月より人間総
合科学研究科を構成する専攻へと移行した状況のなかで、人間総合科学研究科 
教育学専攻の機関誌として創刊されました。「空疎な権威主義や退廃を打ち破り、
先人が残した学問的遺産を批判的に継承しつつ、教育学研究の新世紀に向けて前
進しようとする人々のための自由な研究交流の場として『教育学論集』は歩みを
始める。」（教育学専攻長：大戸安弘）と創刊号にはありました。その後、さらな
る大学院組織の変化があり、第 1集～第 4集は教育学専攻、第 5集～第10集は教
育基礎学専攻が刊行してきました。
　第10集に掲載された論稿は、論文が 2点、研究ノートが 3点であり、このほか、
教育基礎学専攻に提出された博士論文の概要（2011年度～ 2013年度）、第 1集～
第10集に掲載された論稿一覧も掲載いたしました。
　来年度からは、筑波大学の教育学研究の分野で刊行されています複数の論集・
紀要などを一つに統合し、新しい形での論集を刊行する方向で準備を進めている
ところです。『教育学系論集』（教育学域・刊行）、『学校教育学研究紀要』（学校
教育学専攻・刊行）などと統合し、研究誌として一層の充実を期したいと思います。
　今後、新しい論集についての詳しい情報は、筑波大学人間系教育学域ホームペー
ジに掲載いたします。ご参照くださるよう、どうぞよろしくお願いいたします。
（嶺井明子）
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